
令和6年度分　指定管理者モニタリング評価シート

施設名称

所在地

事業内容
（設置目的）

所管部課 市民協働部　いきがい学習課

指定管理期間

指定管理者

指定管理料

指定　
管理者

担当課

A A

A A

A B

A A

B B

B B

B B

A A

B B

A A

B B

A A

B B

B C

〈評価〉　A：優れている　　　B：問題ない　　C:改善を要する又は改善を指示

松原市民体育館

松原市田井城３丁目１番３７号

市民の体育・スポーツ及びレクリエーションの普及振興に寄与する

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

まつばら賑わいづくりパートナーズ

３８，４１０，０００円

評価

市民への平等利用の確保が行われたか。

個人情報保護のための措置は適切に行われたか。

苦情への対応及び防止策は適切に行われたか。

利用者ニーズの把握に努め、サービス向上の取組が行われたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設の利用率（利用者数・稼働率）は昨年度と比べ上昇したか。

施設、設備の保守・点検は適切に行われたか。

備品の管理は適切に行われたか。

職員の人員配置は適切に行われたか。

職員の指導育成、研修体制は十分にされたか。

日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の危機管理体制が十分であったか。

管理運営経費縮減への取組の方策は適切に行われたか。

自主事業について創意工夫がなされているか。

収支計画と収支実績に乖離はなかったか。

経営状況は良好であるか。（貸借対照表等による）

評価項目 評価の基準

市民の利便性向上に
ついて

指定管理者の経理に
ついて

適正な施設管理運営
について



評価コメント
「市民の利便性向上について」
・市民への平等利用の確保については、予約システムを利用するとともに、幅広い方々に利用していただけるよう
ホームページ等を通じて積極的に情報発信し、平等な利用を徹底している。
・個人情報保護のための措置については、法令・社内規定を全従業員が確認し、取り扱っているほか、個人情報理解
度テスト及びＩＴセキュリティ理解度テストを実施するなど、個人情報保護を徹底している。
・苦情に対してもただ対応するだけでなく、苦情発生から対応までの内容を日々の朝礼で共有し、月例報告で市に報
告を行い、再発防止を徹底している。
・毎年、１回のアンケート調査を実施しており、結果分析を行い、サービスの向上のために改善を積極的に行った。
・利用者数は増加したものの、利用件数は減少している。

「適正な施設管理運営について」
・施設、設備の保守等については、適切に実施し、安全に利用できるよう管理している。
・備品の管理においては、年１回の調査を実施しており、破損品についても、随時修理を行うとともに市へ報告し、
適正な管理を図っている。
・職員の研修については、個人情報保護研修・インストラクター研修・災害緊急時シュミレーション研修等を受講さ
せ、職員のスキルアップを行っている。
・緊急時の対応については、緊急連絡網及び安全マニュアルを整備するとともに、事故等発生した場合は、市への報
告を徹底している。
・管理経費については、継続して経費の削減に努めた。

「指定管理者の経理について」
・概ね収支計画どおりの収支実績であった。
・自己資本比率、流動比率、固定比率については改善を求める。



令和６年度分　指定管理者モニタリング評価シート

施設名称

所在地

事業内容
（設置目的）

所管部課 市民協働部　いきがい学習課

指定管理期間

指定管理者

指定管理料

指定　
管理者

担当課

A A

A A

A B

A A

A A

B B

B B

A A

B B

A B

B B

B B

B B

B C

〈評価〉　A：優れている　　　B：問題ない　　C:改善を要する又は改善を指示

松原市民道夢館

松原市阿保４丁目２１０番地の７

武道その他のスポーツ及びレクリエーション等を通じて青少年に夢を与えるとともに、市民の
健全な心身の維持増進に寄与する

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

まつばら賑わいづくりパートナーズ

３８，８７９，０００円

評価

市民への平等利用の確保が行われたか。

個人情報保護のための措置は適切に行われたか。

苦情への対応及び防止策は適切に行われたか。

利用者ニーズの把握に努め、サービス向上の取組が行われたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設の利用率（利用者数・稼働率）は昨年度と比べ上昇したか。

施設、設備の保守・点検は適切に行われたか。

備品の管理は適切に行われたか。

職員の人員配置は適切に行われたか。

職員の指導育成、研修体制は十分にされたか。

日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の危機管理体制が十分であったか。

管理運営経費縮減への取組の方策は適切に行われたか。

自主事業について創意工夫がなされているか。

収支計画と収支実績に乖離はなかったか。

経営状況は良好であるか。（貸借対照表等による）

評価項目 評価の基準

市民の利便性向上に
ついて

指定管理者の経理に
ついて

適正な施設管理運営
について



評価コメント
「市民の利便性向上について」
・市民への平等利用の確保については、予約システムを利用するとともに、幅広い方々に利用していただけるよう
ホームページ等を通じて積極的に情報発信し、平等な利用を徹底している。
・個人情報保護のための措置については、法令・社内規定を全従業員が確認し、取り扱っているほか、個人情報理解
度テスト及びＩＴセキュリティ理解度テストを実施するなど、個人情報保護を徹底している。
・苦情に対してもただ対応するだけでなく、苦情発生から対応までの内容を日々の朝礼で共有し、月例報告で市に報
告を行い、再発防止を徹底している。
・毎年、１回のアンケート調査を実施しており、結果分析を行い、サービスの向上のために改善を積極的に行った。
・利用者数、利用件数ともに増加している。

「適正な施設管理運営について」
・施設、設備の保守等については、適切に実施し、安全に利用できるよう管理している。
・備品の管理においては、年１回の調査を実施しており、破損品についても、随時修理を行うとともに市へ報告し、
適正な管理を図っている。
・職員の研修については、個人情報保護研修・インストラクター研修・災害緊急時シュミレーション研修等を受講さ
せ、職員のスキルアップを行っている。
・緊急時の対応については、緊急連絡網及び安全マニュアルを整備するとともに、事故等発生した場合は、市への報
告を徹底している。
・管理経費については、継続して経費の削減に努めた。

「指定管理者の経理について」
・概ね収支計画どおりの収支実績であった。
・自己資本比率、流動比率、固定比率については改善を求める。



令和６年度分　指定管理者モニタリング評価シート

施設名称

所在地

事業内容
（設置目的）

所管部課 市民協働部　いきがい学習課

指定管理期間

指定管理者

指定管理料

指定　
管理者

担当課

A A

A A

A A

A A

A A

B B

B B

A A

A A

A A

B B

A A

B B

B C

〈評価〉　A：優れている　　　B：問題ない　　C:改善を要する又は改善を指示

松原市民プール

松原市田井城３丁目１１１番地の１

市民の健全なスポーツ・レクリエーシヨン活動に資し、もつて健康の増進と明るく豊かな市民
生活の形成に寄与する

令和６年４月１日から令和１１年３月３１日まで

まつばら賑わいづくりパートナーズ

１９，４５０，０００円

評価

市民への平等利用の確保が行われたか。

個人情報保護のための措置は適切に行われたか。

苦情への対応及び防止策は適切に行われたか。

利用者ニーズの把握に努め、サービス向上の取組が行われたか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

施設の利用率（利用者数・稼働率）は昨年度と比べ上昇したか。

施設、設備の保守・点検は適切に行われたか。

備品の管理は適切に行われたか。

職員の人員配置は適切に行われたか。

職員の指導育成、研修体制は十分にされたか。

日常の事故防止などの安全対策や事故発生時の危機管理体制が十分であったか。

管理運営経費縮減への取組の方策は適切に行われたか。

自主事業について創意工夫がなされているか。

収支計画と収支実績に乖離はなかったか。

経営状況は良好であるか。（貸借対照表等による）

評価項目 評価の基準

市民の利便性向上に
ついて

指定管理者の経理に
ついて

適正な施設管理運営
について



評価コメント
「市民の利便性向上について」
・市民への平等利用の確保については、条例・運用ルールを順守し、平等に利用できるよう徹底している。
・個人情報保護のための措置については、法令・社内規定を全従業員が確認しており、個人情報理解度テストを期間
中１回実施するなど、個人情報保護を徹底している。
・苦情に対してもただ対応するだけでなく、苦情発生から対応までの内容を日々の朝礼で共有し、月例報告で市に報
告を行い、再発防止を徹底している。
・短期間の開設であるため、利用者の意見を随時反映させ、サービスの向上のために改善を積極的に行った。
・施設利用について、好天や近隣の屋外プールの閉鎖もあり、利用者数は大きく増加した。

「適正な施設管理運営について」
・施設、設備の保守等については、適切に実施し、安全に利用できるよう管理を図っている。
・備品の管理においては、年１回の調査を実施しており、破損品についても、随時修理を行うとともに市へ報告し、
適正な管理を図っている。
・事業計画書に則った必要要員を配置するとともに、繁忙期は職員を増員するなど、柔軟な対応を徹底している。ま
た、周辺道路混雑時には誘導の為の人員を配置した。
・職員の研修については、個人情報保護研修・インストラクター研修・災害緊急時シュミレーション研修等を受講さ
せ、職員のスキルアップを積極的に行っている。
・緊急時の対応については、緊急連絡網及び安全マニュアルを整備するとともに、事故等発生した場合は市への報告
を徹底している。
・管理経費については、経費の削減に努めた。
・自主事業については、予定どおり実施することができている。

「指定管理者の経理について」
・概ね収支計画どおりの収支実績であった。
・自己資本比率、流動比率、固定比率については改善を求める。


